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改革改善
の考え方

①問題
点

建設業者や社員の減少により、除融雪作業の人員、除雪機械の確保が今後ますます困難となっていく。

②改革
提案

除雪路線の見直し及び、大雪時の対応路線について検討を行う。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

地区ごと細分化し業者に依頼することにより除雪路線について短時間で除雪を行い交通の安全を確保できた。

総事業費①+② 215,438 120,794 126,671 67,820

1,660 1,660

臨時職員所要時間 400 400

一般財源 131,572 120,794 120,305 62,160

人件費計（千円）② 6,366 6,366

正規職員所要時間

起債

その他

77,500 5,660

県支出金

事業費計（千円）① 209,072 120,794 120,305 67,820

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　除雪路線の除融雪業務
２　融雪剤散布機購入
３　除雪機械管理費（固定的経費）

１　除雪実施路線
２　購入台数
３　除雪機械台数

１　　　　 273路線
２　　　　　　　１台
３　　　　　 　56台

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

降雪時に除融雪作業委託業者が市が指定する除融雪路線の除雪及び融雪剤散布を行い交通の安全確保を図る。
○除雪作業出動基準基準
･大雪注意報、大雪警報等の発令
･積雪が10㎝に達した場合
･峠道で積雪が５㎝程度に達した場合
･市街地を中心とする除雪路線で積雪が５㎝程度に達した場合
･積雪が10㎝以下でも交通に支障のある場合
○凍結防止剤散布作業出動基準
･飯田市からの出動命令
･降雪、凍結等により交通に支障がある場合

成果
指標

除雪路線で除雪を実施した路線：路線 200 273 273 273

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

市内の移動に不便を感じる市民の割合(道路)：％

除雪路線：路線 273

意図（どういう状態
にするか）

除融雪作業を実施し、安全に通行できる道路を確保す
る。

目
的

対象（誰・何を） 除雪路線

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 44 交通機関と道路の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 維持係 H26係等名 維持係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 幹線道路除雪事業

会計 一般会計
34 204

事業種別 経常

4 施策№ 44 事業№


